
1

２００６年３月期２００６年３月期
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当中間期の業績概要（連結）当中間期の業績概要（連結）
（億円） （億円）
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当中間期の業績概要（連結）当中間期の業績概要（連結）

• ２００５年度上期実績

　　　　売上高　２，２８９億円（前年同期比＋４．９％）

　　　２００５年９月修正業績予想発表時

　　　　　　　　　２，２６０億円

２００５年４月業績予想発表時

　　　　　　　　　２，１５０億円
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四半期の売上・受注・注残推移（連結）四半期の売上・受注・注残推移（連結）
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当中間期の市場環境当中間期の市場環境

≪市場別の状況≫

• 携帯電話

– ＢＲＩＣｓ等の新興地域における販売台数が増加

– 第３世代機やBluetooth
®（注）

搭載タイプ等の高機能端末の需要拡大

• ＰＣ
– ノートパソコンや周辺機器の需要が好調

• デジタルＡＶ機器

– 薄型大画面テレビを中心に堅調に推移

• カーエレクトロニクス

– 先進国での自動車の電装化が進展
（注）Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈは米国Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＳＩＧ, Ｉｎｃ.の商標です
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当中間期の売上概況当中間期の売上概況

• 電子部品価格の下落の影響が引き続き大きかったもの

の、携帯電話やパソコンなどの主要電子機器の生産が

春先より順調に伸長し、期後半にかけて電子部品の需

要は大きく拡大

– Bluetooth
®
モジュールや、大容量コンデンサや低ＥＳＬコンデン

サを中心としたコンデンサが増加

連結売上高　前年同期比＋４．９％
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製品別売上高推移製品別売上高推移  （連結）（連結）

（億円）
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製品別売上高製品別売上高  （連結）（連結）

１） コンデンサ （前年同期比 ＋１．１％）

–チップ積層セラミックコンデンサ

• １０μＦ以上の大容量品の売上が、ＡＶ機器向けや

コンピュータ及び関連機器向けを中心に全ての用途で

大きく伸長した

• 低ＥＳＬタイプがコンピュータ及び関連機器向けで増加した

• 製品価格下落の影響を受ける
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製品別売上高製品別売上高  （連結）（連結）

２）圧電製品 （前年同期比 ▲２．８％）

– 表面波フィルタ

• 通信機器向けが欧米や中国で増加し、前年同期を上回った

– 圧電センサ

• 小型ＨＤＤ向けで大幅に増加し、前年同期を大きく上回った

– セラミック発振子

• ＡＶ機器向けやコンピュータ及び関連機器向けで減少し、
前年同期を下回った

– セラミックフィルタ

• 通信機器向けを中心に大きく減少し、前年同期を下回った
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製品別売上高製品別売上高  （連結）（連結）

３）高周波デバイス （前年同期比 ＋２９．３％）

– Bluetooth
®
モジュール

• 携帯電話向けで大幅に伸長し、前年同期に比べ約３倍となった

– 多層デバイス

• モジュール製品、チップタイプともに通信機器向けで減少し、
前年同期を下回った

– アイソレータ

• 日本及び韓国向けの通信機器で減少し、前年同期を下回った

– 誘電体フィルタ

• 第３世代向けのデュプレクサは増加したが、基地局向けの
フィルタが減少した
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製品別売上高製品別売上高  （連結）（連結）

４）モジュール製品 （前年同期比 ▲１．６％）

– 電源

• 液晶テレビなどのＡＶ機器向けが伸び、前年同期を大きく
上回った

– 回路モジュール

• 電圧制御発振器（ＶＣＯ）は、無線ＬＡＮ向けで増加

• 小型無線ＬＡＮモジュールの売上が、デジタルスチルカメラ向
けで増加

• 通信機器用サブモジュールやＰＨＳ用ＲＦモジュールが減少
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製品別売上高製品別売上高  （連結）（連結）

５）その他製品 （前年同期比 ＋３．９％）

– ＥＭＩ除去フィルタ

• 通信機器向けで好調に推移した

–チップコイル

• ＨＤＤ向けが増加したものの、日本の通信機器向けで減少し、
前年同期を下回った

–ジャイロ

• デジタルビデオカメラ、デジタルスチルカメラ向けで
大きく増加し、前年同期を大きく上回った

–抵抗器

• サーミスタや高圧抵抗器が落ち込み、前年同期を下回った
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用途別売上高推移用途別売上高推移  （連結）（連結）
（億円）
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地域別売上高推移地域別売上高推移  （連結）（連結）

（億円）
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用途･地域別売上高用途･地域別売上高  （連結）（連結）

１）通信 （前年同期比 ＋７．９％）

– 携帯電話向け

• ＢＲＩＣｓ等の新興地域で好調

• 先進国における第３世代機やBluetooth
®
搭載タイプなどの

高機能端末の需要が拡大した

• 仕向地としては、中国、韓国向けが大きく伸長した

– その他通信

• 無線ＬＡＮ向けが増加したものの、基地局向けや
ＰＨＳ向けが振るわず前年同期を下回った
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用途･地域別売上高用途･地域別売上高  （連結）（連結）

２） コンピュータ及び関連機器 （前年同期比 ＋１０．２％）

–ＰＣ向け

• ＰＣの生産台数の伸長により、大容量コンデンサや
低ＥＳＬコンデンサが大きく伸長した

–周辺機器向け

• ＨＤＤ向けで、ショックセンサや大容量コンデンサの
需要が拡大した
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用途･地域別売上高用途･地域別売上高  （連結）（連結）

３）ＡＶ機器 （前年同期比 ＋３．９％）

– 映像機器向け

• 液晶テレビ向けやゲーム機向けが好調に推移した

• デジタルスチルカメラ向けが手ブレ防止用ジャイロを
中心に大きく伸長した

– 音声機器向け

• 携帯型デジタルオーディオプレーヤー向けが大きく増加した
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用途･地域別売上高用途･地域別売上高  （連結）（連結）

４）カーエレクトロニクス（前年同期比 ＋２．４％）

• 自動車の電装化の進展や安全機器装置の充実、
カーナビゲーションの普及拡大により堅調に推移した

• 大容量コンデンサ、ＬＴＣＣ多層基板、電源が伸長し、
Bluetooth®

モジュールの売上が始まる

５）家電・その他 （前年同期比 ▲７．８％）

• ディストリビュータ向けを中心に前年同期を下回った
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地域別売上高地域別売上高  （連結）（連結）

地 域 ０４／９期 ０５／９期 増 減

日本 ６８５億円 ６４５億円 ▲３９億円

▲５．７％

南北アメリカ ２１１億円 ２０５億円 ▲６億円

▲２．８％

ヨーロッパ ３３２億円 ３２０億円 ▲１３億円

▲３．８％

アジア・その他
　　　

９４８億円
　　

１,１１１億円
　　

＋１６３億円

＋１７．２％

合 計 ２，１７６億円 ２，２８１億円 ＋１０５億円

＋４．８％
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当中間期の利益の概況（連結）当中間期の利益の概況（連結）

≪利益増減要因（プラス要因）≫

• 操業度の拡大

• 生産性改善、小型化・高機能化・複合化した新製品へ
の置き換え
 （新製品売上高比率３８％に）

• 固定資産減損に係る費用の減少
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当中間期の利益の概況（連結）当中間期の利益の概況（連結）

≪利益増減要因（マイナス要因）≫

• 減価償却費の増加
– ２００４年上期：１９６億円　→　 ２００５年上期：２０４億円

• 販売費及び一般管理費の増加

– ２００４年上期：３４１億円　→　 ２００５年上期：３４８億円

• 研究開発費の増加
– ２００４年上期：１６３億円　→　 ２００５年上期：１７２億円

• 製品価格の値下がり
– ２００４年上期：５．８％　　 →　 ２００５年上期：８．１％
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当中間期の利益の概況（連結）当中間期の利益の概況（連結）

０４／９期
（構成比）

０５／９期
（構成比）

増減
（伸率）

売上高 ２，１８３億円
（１００％）

２，２８９億円
（１００％）

＋１０６億円
（＋４．９％）

売上総利益 ８８６億円
（４０．６％）

８９９億円
（３９．２％）

＋１３億円
（＋１．５％）

営業利益 ３８２億円
（１７．５％）

３７９億円
（１６．５％）

▲３億円
（▲０．８％）

税引前利益 ３９６億円
（１８．２％）

３９３億円
（１７．２％）

▲３億円
（▲０．８％）

当期純利益 ２４９億円
（１１．４％）

２４８億円
（１０．８％）

▲１億円
（▲０．３％）
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四半期毎の業績推移（連結）四半期毎の業績推移（連結）

第１四半期 第２四半期 ０５／９期

売上高 １，０９６億円

（＋０．２％）

１，１９４億円

（＋９．５％）

２，２８９億円

（＋４．９％）

営業利益 １７４億円

（▲１０．９％）

２０５億円

（＋９．８％）

３７９億円

（▲０．８％）

税引前利益 １８３億円

（▲１０．２％）

２１０億円

（＋９．２％）

３９３億円

（▲０．８％）

当期純利益 １１５億円

（▲１０．４％）

１３３億円

（＋１０．６％）

２４８億円

（▲０．３％）

※　（   ）は、前年同期比伸び率
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部品需要予測部品需要予測

予測部品需要台数＜携帯電話＞

　　６．９億台（期初予想）　→　７．５億台（今回予想）

（単位：百万台）

上期 下期 計 上期 下期 計 通期
販売台数 282 319 601 334 353 687 14%
部品需要台数 318 332 650 373 377 750 15%
（※当社推定値）

04F 05F
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部品需要予測部品需要予測

予測部品需要台数＜ＰＣ＞

１７６百万台（期初予想）  →  ２０２百万台（今回予想）

（単位：百万台）

上期 下期 計 上期 下期 計 通期
メーカー生産台数 83 87 170 93 95 188 11%
部品需要 87 88 175 100 102 202 16%
（※当社推定値）

05F04F



26

直近の受注状況と今後の見通し（連結）直近の受注状況と今後の見通し（連結）

• 全体の受注状況及び見通し

– ８月から急激に拡大しており、９、１０月も高い水準を維持

– 海外の大手携帯電話メーカーのフォーキャストは高い水準が続い
ているが、前倒し受注で、実需以上の可能性

– １２月より一旦減少し、来年の春先以降立ち上がる

• 製品・用途別の受注状況

– 海外大手携帯電話メーカーからのBluetooth®
モジュールが好調、

チップ積層セラミックコンデンサも好調に推移

– 携帯電話向けが好調に推移、パソコン、ＭＰＵ、ＨＤＤ向け受注も
好調
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通期の業績予想通期の業績予想  （連結）（連結）

※1　２００５年度下期四半期別売上高：１０-１２月期：１，２１０億円、１-３月期：１，１０１億円
※2　半期は前年同期比伸び率、通期は前期比伸び率

上期（実績） 下期 通期

売上高 ２，２８９億円

（＋４．９％）

２，３１１億円

（＋１２．１％）

４，６００億円

（＋８．４％）

売上総利益 ８９９億円

（＋１．５％）

９１６億円

（＋１４．１％）

１，８１５億円

（＋７．５％）

営業利益 ３７９億円

（▲０．８％）

４０１億円

（＋２８．０％）

７８０億円

（＋１２．２％）

税引前利益 ３９３億円

（▲０．８％）

４１７億円

（＋２５．３％）

８１０億円

（＋１１．１％）

当期純利益 ２４８億円

（▲０．３％）

２６２億円

（＋２０．６％）

５１０億円

（＋９．５％）
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業績予想の前提業績予想の前提

• 減価償却費
– 上期：２０４億円　→　下期：２４１億円 (通期：４４５億円)

• 販売費及び一般管理費
– 上期：３４８億円　→　下期：３３７億円（通期：６８５億円）

• 研究開発費
– 上期：１７２億円　→　下期：１７８億円 (通期：３５０億円)



29

業績予想の前提業績予想の前提

• 設備投資
– 上期：２１６億円　→　下期：２９４億円 (通期：５１０億円)

• 為替レート
– 上期平均：１０９．４８円/ＵＳ＄　→　下期：１１０円/ＵＳ＄

• 値下がり率

– 上期：８．１％　→　下期：５％程度 　
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業績予想の前提業績予想の前提

（単位：億円，％）

05F1 05F2 05F2/05F1
実績 予想 増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 伸率
(%) (%) (%)

売上高 2,289 100 2,311 100 +22 +0.9

売上総利益 899 39.2 916 39.6 +17 +1.9

営業利益 379 16.5 401 17.4 +22 +5.8

税前利益 393 17.2 417 18.0 +24 +6.0

当期利益 248 10.8 262 11.3 +14 +5.7

（マイナス要因）

・製品価格の値下がり

・減価償却費の増加

（プラス要因）

・生産性の改善

・上期一括費用の計上
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用途別売上予想用途別売上予想  （連結）（連結）

05F1実績 05F2予想 05F予想（前期比）

前年同期比 上期比 今回予想 前回予想(05/4)

ＡＶ ＋3.9％ ▲10％程度 ＋5％程度 横ばい

通信　計 ＋7.9％ 0～＋5％ ＋10～15％ ＋5～10％

(内携帯電話) （＋15.6％） （＋5～10％） （＋20％程度） （＋10％程度）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀその他 ＋10.2％ 横ばい ＋10％程度 ＋5％程度

ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ＋2.4％ 0～＋5％ 0～＋5％ ＋5％程度

家電その他 ▲7.8％ 横ばい 横ばい 横ばい

全社 ＋4.8％ ＋1.0％ ＋8.4％ ＋4.8％
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用途別売上予想用途別売上予想  （連結）（連結）

• 通信

– Bluetooth
®
モジュールは、大手得意先の採用が広がっており、

２００５年度の売上高は、前期に比べ、約２．５倍になる見通し

– 第３世代携帯電話の生産台数も、３千万台から６千万台以上に
拡大

　　　　　　　　前期比 ＋１０～１５％を想定

（内、携帯電話向けは前期比 ＋２０％程度を想定）
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用途別売上予想用途別売上予想  （連結）（連結）

• コンピュータ及び関連機器市場

– ＰＣの生産販売台数の増加

– ＭＰＵのデュアルコアチップ化による大容量コンデンサや
低ＥＳＬコンデンサの需要増加

– ＨＤＤの台数増加によるショックセンサの売上増加

　　　　　　　前期比＋１０％程度を想定
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用途別売上予想用途別売上予想  （連結）（連結）

• ＡＶ機器

– 液晶テレビやＰＤＰなど薄型テレビ向けで電源が伸長

– デジタルスチルカメラ向けで手ブレ防止用のジャイロの増加

　　　　　　　　　　　　　　前期比 ＋５％程度を想定

• カーエレクトロニクス

– 電装化率が引き続き上昇することにより、コンデンサ、セ
ラミック発振子、ＬＴＣＣ多層基板の需要増加

　　　　        　　  前期比 ０～＋５％を想定
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製品別売上予想製品別売上予想  （連結）（連結）

05F1実績 05F2予想 05F予想（前期比）

前年同期比 上期比 今回予想 前回予想(05/4)

コンデンサ ＋1.1％ 0～＋5％ ＋5％程度 ＋5％程度

圧電 ▲2.8％ ▲5％程度 ▲5～0％ 横ばい

高周波デバイス ＋29.3％ ＋10～15％ ＋35％程度 ＋10～15％

モジュール ▲1.6％ ▲5～0％ 0～＋5％ 横ばい

その他 ＋3.9％ ▲5～0％ ＋5％程度 ＋5％程度

全社 ＋4.8％ ＋1.0％ ＋8.4％ ＋4.8％
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通期の業績予想通期の業績予想  （単体）（単体）

１） 売上高

　３，９７０億円　(前期比 ＋１０．６％)

２） 利益

　経常利益 ４１５億円　(前期比 ▲０．４％)
　当期純利益 ３２５億円　(前期比 ＋７．０％)
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配当金配当金

•当期配当金（予定）

１株当たり年間６０円（内中間配当３０円）

　　　（２００４年度より年間１０円増配）

　　※ 当配当金は現時点での通期の事業環境予測及び業績予想に

　　　　基づくものであります
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自己株式取得自己株式取得

•自己株式の取得（商法第210条および商法第211条3第1項第2号の規定に基づく）

–取得実績

•２００５年度上期実績

２８１万株、１５６億円の自己株式を取得

【２００５年７月２７日開催の取締役会にて決議した取得枠の取得状況】

取得株式総数　：３００万株（上限）⇒　１７３万株（２００５年上期実績）

取得価額の総額：１５０億円（上限）⇒　 ９６億円（２００５年上期実績）

•２００２年６月以降

累計 ２，２３３万株、１，２２９億円の自己株式を取得

（⇒１，９００万株を消却済）
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　当資料に記載されている、当社又は当社グループに関する見通し、計画、方針、戦略、予定、
判断などのうち既に確定した事実でない記載は、将来の業績に関する見通しです。将来の業績の
見通しは、現時点で入手可能な情報と合理的と判断する一定の前提に基づき当社グループが予測
したものです。実際の業績は、さまざまなリスク要因や不確実な要素により業績見通しと大きく
異なる可能性があり、これらの業績見通しに過度に依存しないようにお願いいたします。また、
新たな情報、将来の現象、その他の結果に関わらず、当社が業績見通しを常に見直すとは限りま
せん。実際の業績に影響を与えるリスク要因や不確実な要素には、以下のものが含まれます。(1)
当社の事業を取り巻く経済情勢、電子機器及び電子部品の市場動向、需給環境、価格変動、(2)原
材料等の価格変動及び供給不足、(3)為替レートの変動、(4)変化の激しい電子部品市場の技術革
新に対応できる新製品を安定的に提供し、顧客が満足できる製品やサービスを当社グループが設
計、開発し続けていく能力、(5)当社グループが保有する金融資産の時価の変動、(6)各国におけ
る法規制、諸制度及び社会情勢などの当社グループの事業運営に係る環境の急激な変化、(7)偶発
事象の発生、などです。ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありま
せん。

　当資料に記載されている将来予想に関する記述についてこれらの内容を更新し公表する責任を
負いません。
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